
都市再生整備計画（第３回変更）
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市

平成２３年３月

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 7.9 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

台/12h 平成16年度 平成22年度

％ 平成16年度 平成22年度

- 平成16年度 平成22年度2.76住みやすさの満足度指数
地区及び地区周辺の住民へのアンケート調査での住みや
すさの満足度合い(5段階評価、普通を3、とても良いを5、と
ても悪いを1とした指数)

魅力に満ち、愛着が持てる住環境整備の目標に対して、住みやす
さの満足度を指標とする。市の顔としての役割を担う地区であり、
市の定住促進施策のモデルとして、現状の30％アップを目指す。

2.46

2,579

消防活動円滑区域の割合
地区面積に対する5.5m以上の道路から100m未満離れ、か
つ4ｍ以上の道路に接した消火栓から100m未満離れた地
域面積の割合

災害に対する安全性の向上の目標に対して、消防活動円滑区域
率を指標とする。市の顔としての役割を担う地区であるため、困難
区域の全面的な解消を図る。

81 100

（都）名手市場麻生津線の自動車
交通量

（都）名手市場麻生津線と（都）名手駅前穴伏線との交差部
の平日の自動車交通量

自動車交通の結節点機能の充実の目標に対して、自動車交通量
を指標とする。現状の20％アップを目指す。

2,149

都市基盤施設が不十分な住宅密集地であるため、基盤整備と併せて、既存市街地の活性化を図ることが課題であり、京奈和自動車道粉河・那賀Ｉ．Ｃの整備に併せて行なう必要がある。
　・Ｉ．Ｃと国道24号との結節機能を果たすため、都市計画道路の整備を推進させる必要がある。
　・地区内の道路幅員は狭く、消防活動が困難な区域がある。また、地区内には公園がなく、住宅密集地であることから充分なオープンスペースが確保されているとは言い難い状況である。市の顔としての役割を担う地区として、防災
上の課題の早期解消が必要である。
　・商店街が空洞化して街並みの魅力も欠けるため、市の玄関口（市の顔）の1つとして住まう魅力とともに、愛着が持てる住環境整備を図る必要がある。

市の玄関口（市の顔）の1つとしての利便性と災害に対する安全性を備えた、住環境としての魅力に満ちた市街地
　・紀の川市を含む那賀圏域の将来像を示した「和歌山（那賀）圏域都市計画マスタープラン」では、本地区周辺は「生活拠点」として位置づけられている。
　・旧那賀町が対象である「那賀都市計画区域マスタープラン」では、国道24号と京奈和自動車道路粉河・那賀Ｉ．Ｃへのアクセス道路として（都）栄町線、都市間を連結する道路として（都）名手市場麻生津線が位置づけられている。
　・「那賀町長期総合計画」では、本地区は商工・住宅ゾーンに位置づけられ、京奈和自動車道粉河・那賀Ｉ．Ｃへのアクセス道路の早期整備、中心市街地の道路網及び駅前広場の整備など、一層の生活基盤整備が位置づけられてい
る。
　・「那賀町地域防災計画」では、住宅密集地である本地区周辺は、地震や火事等に対する災害対策として、避難地・避難路等としての都市基盤施設(都市計画道路)の整備、建築物の不燃化の推進が位置づけられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 和歌山県 紀の川市 名手駅前地区

計画期間 交付期間 22

　　大目標：　　利便性と安全性を備えた魅力ある市街地づくり
　
　　　　目標1　：　自動車交通の結節点機能の充実を図る。
　　　　目標2　：　災害に対する安全性の向上を図る。
　　　　目標3　：　魅力に満ち、愛着が持てる住環境整備を図る。

・本市は東西に縦貫する国道24号、ＪＲ和歌山線を交通軸として発展し、本地区は、旧那賀町の中心地として商店街が形成されるなど活気に満ちた市街地であったが、近年は、既存商店街の空洞化、住民の高齢化等が進んでいる。
また、地区内には都市計画道路が計画されているが、住宅密集地のため、整備が遅れている。
・本市は和歌山市の隣接する那賀圏域（2市）に含まれ、市内では和歌山市から最も遠い位置にある地区である。市西部の市街化は著しく旧那賀町のみが人口減少の傾向にある。また、地区面積は小さいものの、旧那賀町全体の約１
割の人口が本地区周辺の既成市街地に集中しており、市の発展には本地区を含む既成市街地の早期の整備・改善が望まれる。
・本地区より北西約2.5ｋｍには京奈和自動車道粉河・那賀Ｉ．Ｃが計画されており、南側に接する国道24号との結節点となる本地区は、今後も市の顔としての役割を果たすことが求められている。
・京奈和自動車道のアクセス道路である（都）栄町線の整備をはじめとした本地区のまちづくりに関しては、平成11年度から2回の住民意向調査を行い、「大規模な土地利用転換ではなく、現状の土地利用に配慮した環境整備を望んで
いる」という住民が多いことが明らかになっている。そして、平成14年には栄町線整備委員会、名手駅前地区まちづくり検討委員会が設置され、住民によるまちづくり活動が進められている。また、都市再生整備計画の策定にあたり、上
記のまちづくり検討委員会をベースとして、旧那賀町役場の共催により、３回の協議会（延べ参加人数:22人）を実施し、計画の内容やその進め方について、協議・提案が行われた。
・なお、京奈和自動車道のアクセス道路である（都）栄町線の整備に関しては、県事業として25年度完了を目指して、用地買収を行なっている。
・現在、市としては、駅前広場の樹木へのイルミネーションを行い市の玄関口の1つとしての華やかさを演出するなど、地区の活性化を図っている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針1：交通利便性の優れたまちづくり

・I.Cと国道24号との結節機能を果たすため、南北方向の道路として、主要幹線道路の役割を果たす（都）栄町線、幹線道路の役割を果たす（都）名手市場
麻生津線の整備を行う。これにより、整備済みの東西方向の（都）名手駅前穴伏線を活用して、I.Cと国道24号とのを結ぶ道路網が地区内で確立する。
・また、幹線系の道路ではなく住民生活の中核をなす道路として、通過交通を防ぐために屈曲した現道線形を活用しつつ、(仮称)栄大黒線の整備を行う。

道路（基幹事業／（都）名手市場麻生津線）、道路（基幹事業／(仮称)栄大黒線）、街路事業（関連事
業／(都)栄町線、県）

整備方針2：防災性に優れた安全なまちづくり

・「那賀町地域防災計画」において安全な都市環境の実現のために整備の位置付けがある（都）栄町線、（都）名手市場麻生津線の整備を行う。
・市の顔の1つとしての役割を担う地区であることから、上記の都市計画道路とともに、東西方向の避難路として(仮称)栄大黒線の整備を行う。このことによ
り、地区の消防活動困難区域を全面的に解消する。
・住宅密集地としてはオープンスペースの確保が不十分である現状を打開するため、（都）名手市場麻生津線と（仮称）栄大黒線の交差点付近に避難地とし
て活用できるように公園を整備する。また、災害に強いまちづくりのため、生活用水の確保を目的とした耐震性貯水槽を公園内に設置する。

道路（基幹事業／（都）名手市場麻生津線）、道路（基幹事業／(仮称)栄大黒線）、公園（基幹事業／
21箇所）、地域生活基盤施設（基幹事業／地域防災施設）

整備方針3：住環境に優れた魅力あるまちづくり

・市の顔の1つとしての役割を担う地区であり、市の定住促進施策のモデルとして、魅力に満ち、愛着が持てる住環境整備を図るため、以下の事業を行う。
・まちの憩い空間の核として、（都）名手市場麻生津線と（仮称）栄大黒線の交差点付近に公園整備を行う。
・まちのグレードアップを図るために、道路整備に併せて、照明施設、平板ブロック舗装やカラー舗装の整備を行う。
・事業後のまちの姿を示す散策ＭＡＰを住民参加で作成・配布し、住民の意識向上及び地域への情報発信を図る。高齢者の散歩道、憩いの場として紹介す
るなど、地区住民の高齢化にも配慮する。

道路（基幹事業／（都）名手市場麻生津線）、公園（基幹事業／21箇所）、高質空間形成施設（基幹
事業、平板ブロック舗装／（都）名手市場麻生津線）、高質空間形成施設（基幹事業、カラー舗装／
(仮称)栄大黒線）、高質空間形成施設（基幹事業、照明施設）、住民参加による散策ＭＡＰづくり（提
案事業／まちづくり活動推進事業）

○交付期間中の計画の管理について
　
　交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けた確実な効果をあげるために、市とまちづくり検討委員会が協働して、毎年、事業成果について評価や事業の進め方の改善などを行うためのモニタリングを実施する。その結果については、随
時、住民に情報公開する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 紀の川市 直 L=296ｍ、W=11m H18 H22 H18 H22 1,255 1,255 1,255 1,255

紀の川市 直 L=205ｍ、W=8m H18 H22 H18 H22 355 355 355 355

公園 紀の川市 直 690㎡ H18 H22 H18 H22 55 55 55 55

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 紀の川市 直 － Ｈ22 H22 Ｈ22 H22 7 7 7 7

高質空間形成施設 紀の川市 直 － Ｈ22 H22 Ｈ22 H22 51 51 51 51

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,723 1,723 1,723 1,723 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

紀の川市 直 － H22 H22 H22 H22 4 4 4 4

0

紀の川市 直 － H22 Ｈ22 H22 Ｈ22 1 1 1 1

－ 0

合計 5 5 5 5 …B
合計(A+B) 1,728

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
和歌山県 国土交通省 L=320ｍ、W=14m ○ H16 H25 2,500

合計 2,500

交付対象事業費 1,728 交付限度額 693.9 国費率 0.402

0

0

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

（都）名手市場麻生津線

－

－

－

－

規模

－事業活用調査事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

街路事業（県道整備事業）

事業期間（いずれかに○）

（都）栄町線

事業主体

事業
細項目

細項目

地域創造
支援事業

事業主体事業箇所名

２号公園

（参考）事業期間

２号公園

(仮称)栄大黒線

－

全体事業費

住民参加による散策ＭＡＰづくり

（都）名手市場麻生津線、(仮称)栄大黒線

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間

所管省庁名事業箇所名



都市再生整備計画の区域

名手駅前地区（和歌山県紀の川市） 面積 7.9 ha 区域 紀の川市名手市場の一部

旧粉河町旧粉河町

都市再生整備計画の区域

ＪＲ名手駅

国道24号

ＪＲ和歌山線

旧粉河町

京奈和自動車道
粉河・那賀Ｉ．Ｃ

県道 中尾名手市場線

県道　西川原名手市場線

旧町界（旧那賀町）

旧町界（旧那賀町）



（都）名手市場麻生津線の自動車交通量 （日/12H） 2,149 （16年度） → 2,579 （22年度）
消防活動円滑区域の割合 （　％　） 81 （16年度） → 100 （22年度）
住みやすさの満足度 - 2.46 （16年度） → 2.76 （22年度）

　名手駅前地区（和歌山県紀の川市）　整備方針概要図

目標 利便性と安全性を備えた魅力ある市街地づくり
代表的
な指標

国道２４号

(都)栄 町 線

(都)名手市場麻生津線

駅前広場

至 京奈和自動車道
粉河･那賀ＩＣ

公 園
690㎡

名手本陣

JR名手駅 国道24号

至　京奈和自動車道粉河・那賀Ｉ．Ｃ
gou

地区全域を対象

都市再生整備計画の区域

■基幹事業
　　道路〔(都)名手市場麻生津線〕

■基幹事業
　　道路〔(仮称)栄大黒線〕

□関連事業
　街路事業〔(都)栄町線〕

■基幹事業
　　公園〔２号公園〕

■基幹事業
　　高質空間形成施設〔平板ブロック舗装〕

■基幹事業
　高質空間形成施設〔照明施設〕

■提案事業
　　まちづくり活動推進事業
　　〔住民参加による散策MAPづくり〕

■提案事業
　　事業活用調査
　　〔事業評価アンケート調査〕

■基幹事業
　　高質空間形成施設〔カラー舗装〕

■基幹事業
　　高質空間形成施設〔照明施設〕

〔　整　備　イ　メ　ー　ジ　〕

■地域生活基盤施設
　　地域防災施設〔耐震性貯水槽〕




